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首都圏広域地方計画に係る計画提案の概要 

１．計画提案の方法 

○対象市区町村：首都圏広域地方計画協議会（１都１１県）内の 

全５４４市区町村 

○対象資料  ：中間整理、中間整理プロジェクト参考資料 

（プロジェクト骨子） 

○提案期間  ：平成２７年１１月５日（木）～１２月２日（水） 

 

２．提案の概要 

○提案市区町村数：２４市区町村 

○提案の総数  ：６１件 

表 都県別の提案状況 

都県名 対象市町村数 回答市町村数 提案件数 

茨城県 ４４ ２ ５ 

栃木県 ２５ ３ １０ 

群馬県 ３５ ３ １２ 

埼玉県 ６３ ４ ９ 

千葉県 ５４ １ １ 

東京都 ６２ ４ １４ 

神奈川県 ３３ １ １ 

山梨県 ２７ ３ ４ 

福島県 ５９ ０ ０ 

新潟県 ３０ １ ２ 

長野県 ７７ ０ ０ 

静岡県 ３５ ２ ３ 

合 計 ５４４ ２４ ６１ 

※中間整理に向けた提案（H26.5/29～7/3）においては、110 市区町村から

308 件の提案あり 

資料２ 
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３．提案の具体的事例 

 

① 中間整理に対する提案・・・５２件 

 

【事例の紹介】 

 コミュニティ無き高齢化の中で、高齢者の社会参画等が課題との指摘につい

て、従来の「コミュニティ再生」とは異なる「コミュニティ創生」の必要性

を明記すべきである。 

 発災時の緊急物資輸送の体制・ルートの確立には、「高速道路のインターチ

ェンジを基点とした広域防災拠点の整備」が重要である。 

 リニア中央新幹線駅周辺の都市機能集積の促進・アクセスの改善に、国際交

流都市の形成について、盛り込んでほしい。 

 業務核都市制度等の都市圏形成に係る取組を重点的に推進すること。 

 道の駅を核とした小さな拠点について記載すること。 

 

 

 

② 誤字脱字への意見・・・９件 

 

 


